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• 静岡工区では、まずはボーリング調査等により地質等の状況を事前に把握し、必要に応
じて薬液注入を実施することなどにより、トンネル内の湧き水の量を低減します。

• トンネル内の湧き水については、 「導水路トンネル」を建設し、勾配に沿った自然流下と、
ポンプ等の揚水設備を使ったポンプアップにより、全て大井川に戻すことを原則として実
施します。

図１ トンネル内に湧き出る水を戻す方法

大井川の水資源に関する取組み
【トンネル湧水をポンプアップし、導水路トンネルから大井川に戻す方策】

• 地下水はトンネル内の湧き水として大井川へ戻される（県境付近の一部工事期間を除く）
ため、中下流域の河川流量は維持されます。
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• 「中下流域の河川流量は維持される」という解析結果には不確実性が伴うため、県境付近
の工事期間中の対策として、山梨県側に流出するトンネル内の湧き水の量と同量を大井
川に戻す「田代ダム取水抑制案（※）」をとりまとめました。

• 2023年3月27日に大井川利水関係協議会でご説明を行い、ご了解を頂いたのちに、東京
電力リニューアブルパワー株式会社と協議を開始し、具体的な実施案について同年11月
29日付の文書でご了解を頂きました。

大井川の水資源に関する取組み
【田代ダム取水抑制案】

3図２ 田代ダム取水抑制案 概要



• 静岡県内での工事のほか、山梨県内の県境付近（県境から300ｍ以内）の掘削工事等によ
り、静岡県内の水が県境を越え新たに流動している水量が推定された場合には、その時
点で、三者合意に基づき、健全な水循環の回復措置の実施の要否について、静岡県、山
梨県と協議し、回復措置を実施することになった場合、その内容（水量、期間など）を静岡
県、山梨県と調整のうえ、決定します。

• 回復措置を要することになった場合の方法は、田代ダム取水抑制案を基本とすることを考
えています。

• 上記内容については2025年5月27日の利水関係協議会にてご説明し、同年5月29日付の
文書でご了解頂きました。

大井川の水資源に関する取組み
【山梨県内の湧水の取扱い】

4図３ 県境付近の工事計画 図４ 三者合意



本日のご説明内容
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議事１ 水資源に関する対話について
• 地質構造・水資源専門部会で対話した田代ダム取水抑制案の詳細やリスク管理（田代ダム
取水抑制案・ポンプアップ）、モニタリング等の内容についてご説明します。

• その中で2023年11月29日付「工事の一定期間、発電のための取水を抑制し、大井川に還
元する方策の実施の了解について(回答)」でご要請いただきました、「県外流出量と同量を
取水抑制できない状態が継続する場合の対応など」についてもご説明します。

議事２ ヤード用地造成等について
• 当社は、必要なヤードの用地造成や国の有識者会議や県の専門部会での対話の内容を
踏まえて工事開始前から実施する環境調査の拠点となる事務所等を整備したいと考え、
2018年から実施している準備段階の工事と同種の工事について、進めさせていただきたい
旨、2025年8月1日に静岡県に要請させていただいた件についてご説明します。
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議事１ 水資源に関する対話について
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対話項目① 静岡県内の山梨工区工事中の県外流出量の全量戻し
【田代ダム取水抑制案】

〇実際の運用サイクルやオペレーションの詳細（県外流出量の測定方法を含む）

①県外流出量の測定

（ＪＲ東海）

②県外流出量の報告

（ＪＲ東海⇒東京電力ＲＰ、静岡県・大井川利水関係協議会）

• １週間毎に取水抑制を実施することを基本として運用します。
• ①県外流出量の測定、②取水抑制量の報告、③取水抑制の実施、④取水量・放流量の
報告・確認までを１サイクル（約３週間）とし、繰り返し実施していきます。

• 大井川取水ダムの維持放流ゲートと集水用取水口の制水ゲートを制御します。
• 維持放流ゲートでは河川維持流量に取水抑制量を加えた量以上に設定し放流するととも
に、制水ゲートでは取水抑制を行わないとした場合に計画する取水量から取水抑制量を
差し引いた量以下に設定し取水します。

図５ 基本的な運用サイクル 図６ 取水抑制の実施方法

③取水抑制の実施

（東京電力ＲＰ）

④取水量・放流量の測定値報告

（東京電力ＲＰ⇒ＪＲ東海⇒静岡県・大井川利水関係協議会）



〇冬期に発電所を停止する場合の対応
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対話項目① 静岡県内の山梨工区工事中の県外流出量の全量戻し
【田代ダム取水抑制案】

• 冬期において、取水抑制を行うことにより、東京電力ＲＰの大井川からの取水量が、発電
所を安定して運転継続できる流量を下回る場合は、大井川からの取水は行わず、発電所
を一時的に停止頂きます。

図７ 県外流出量と取水抑制するための水量の関係
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対話項目② リスク管理
【田代ダム取水抑制案】

〇リスク管理（取水抑制できない状態が継続する場合の対応）
• 県外流出量と同量（全量）を可能な限り早くに不足分を加味して抑制します。
• 一定期間（３０日）取水抑制できない状況が続く場合は、リスク管理として県や専門家に相
談し、必要な場合には先進坑掘削を一時中断してスケジュールの再検討等を行います。

⇒リスク管理の内容については、別紙１のフローチャートで整理しています。

〇突発湧水など不測の事態への対応（連絡・協議体制など）
• 速やかに関係者（静岡県、静岡市、大井川利水関係協議会）へ速報します。対応につい
ては、決まり次第速やかに大井川利水関係協議会へ報告いたします。

図１０ 不測の事態が発生した場合の
連絡・協議体制

図９ 取水抑制の実施後に
取水抑制できなかった場合

図８ 取水抑制の実施前に取水抑制
できる見込みがない場合



10図１１ 釜場とポンプ配置図（工事完了後）

対話項目② リスク管理
【トンネル湧水をポンプアップし、導水路トンネルから大井川に戻す方策】

〇リスク管理（トンネル湧水をポンプアップし、導水路トンネルから大井川に戻す方策）
• 工事前に、本坑、先進坑、斜坑をあわせたトンネル湧水の上限値を毎秒３ｍ３とし対応可能
な釜場とポンプを設置します。

• 停電時に全ての釜場で予測湧水量を３０分間貯められる容量を確保します。予備設備（電源、
ポンプ、処理設備）も確保します。

• 工事中は、高速長尺先進ボーリング等の結果に応じて、設備計画を更新していきます。
• 万が一、湧水量が設備の容量を超過した場合には、予備設備を使用し、追加設備の配置と
稼働を開始します。さらに追加設備も含めて湧水量が容量を超過した場合には、掘削を一時
中断します。

• 設備故障時や停電時には、発生から１０分以内に予備設備へ切り替え後に稼働します。
⇒リスク管理の内容については、別紙２のフローチャートで整理しています。



対話項目② リスク管理
【県境から山梨県側300ｍ区間の先進坑掘削計画について】

〇７月17日には、県境から山梨県側３００ｍ以内の区間に到達しました。

〇８月８日時点で、県境から山梨県側２８５ｍ（再開位置から１９３ｍ）まで掘削しており、１ｍあ
たり湧水量は、最大０.０００１7ｍ３／秒（０.１7Ｌ／秒）と少ない状況です。

令和５年２月から開始した
高速長尺先進ボーリング

令和７年１月に再開した先進坑
（県境から山梨県側２８５mの地点まで掘削）

静岡県 山梨県

令和６年５月に再開した高速長尺先進ボーリング
（県境から静岡県側10mの地点まで削孔）

先進坑
（県境から山梨県側478mの位置から再開）

【リスク管理の主な内容】
・湧水量の管理値を１ｍあたり０．０１ｍ３/秒に設定
・掘削状況、湧水量、水温、水質を1週間に一度静岡県や山梨県等に報告
（高速長尺先進ボーリングで確認された特に地質の脆い区間（２箇所）の掘削中や、湧水量
が０．００８ｍ３/秒を超えた場合は報告頻度を日毎に上げる）
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図１２ ８月８日時点の県境付近の工事進捗



対話項目② リスク管理
【県境から山梨県側300ｍ区間の先進坑掘削計画について】

〇断層②（仮）は県境から山梨県側５０ｍの地点より手前で出現する可能性があり、念の
ためさらに山梨県側に離隔を確保し、「県境から山梨県側６０ｍ付近」で一旦停止します。

〇その後、前方探査（コア採取）を行い、地質や湧水の状況を確認し、これまでに得られた
湧水の調査結果等も踏まえ、県境から確保すべき離隔を検討した上で、さらに前方に掘
削を進めます。

〇先進坑の停止位置付近より、県境を越えて、静岡県内の高速長尺先進ボーリングを、リ
スク管理を行いながら実施します。

県境 50m 100m 150m 200m 250m 300m 350m

断層①

400m

断層②(仮)
断層Ａ(仮)

特に地質が脆い区間②
370～408m

特に地質が脆い区間①
144～171m

先進坑掘削停止位置（案）
県境から山梨県側60m付近
（断層②(仮)の手前）

前方探査(コア採取)のイメージ

8月8日時点の先進坑の掘削位置
（県境から山梨県側285mの地点まで掘削）
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図１３ ８月８日時点の県境付近の工事進捗（詳細）



対話項目③ モニタリング計画
【具体的なモニタリング計画】

• モニタリングは、「トンネル掘削箇所周辺」と「中下流域」に分けて、工事前、
工事中、工事完了後にわたり行います。

• モニタリングの地点や頻度については、引き続き、水のご利用状況に関する情報や
地域の生活・産業の観点から、大井川流域市町や利水者の方々のご意見をお聞き
しながら、追加・変更するなど柔軟に対応します。 13

図１４ モニタリング対象地点
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対話項目③ モニタリング計画
【具体的なモニタリング計画】
○ 結果の報告
• 工事中の速報値は、週１回を基本として静岡県等に報告します。主要な地点の河川流量
等は速やかにホームページで公表します。

• 速報値以外は、工事中は１ヵ月毎を基本として静岡県等に報告し、ホームページに公表
します。

• 各公表イメージは別冊１、別冊２の通りです。
表１ モニタリング計画
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議事２ ヤード用地造成等について



ヤード用地造成等の実施について

• 2025年8月1日にヤード用地造成等の実施について静岡県に要請いたしました。
• 工事開始前から実施する環境調査の拠点となる事務所等を整備したいと考えています。

16図１５ ヤード位置図



Ｎ

上流側

下流側

西俣川

西俣斜坑坑口
（非常口トンネル）

工事用道路
トンネル坑口

宿舎エリア

既計画『完了』の工事

既計画『未完了』の工事

（参考）トンネル坑口部

台風被災箇所（2019年10月）

今回計画する工事

※ トンネル掘削（トンネル坑口整備を含む）は行いません。
※ 今後、計画の深度化に伴い設備配置等が変更となる可能性があります。

事務所

ヤード用地造成等の実施について
〇西俣ヤード
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図１６ 西俣ヤード



Ｎ

上流側

大井川

工事用道路
トンネル坑口

事務所

千石斜坑坑口
（非常口トンネル）

（約8,500m2）

（約4,900m2）

※ トンネル掘削（トンネル坑口整備を含む）は行いません。
※ 今後、計画の深度化に伴い設備配置等が変更となる可能性があります。

既計画『完了』の工事

今回計画する工事

（参考）トンネル坑口部

既計画『未完了』の工事

沈砂池

沈砂池

ヤード用地造成等の実施について
〇千石ヤード
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図１７ 千石ヤード



上流側

沈砂池

（約2,100m2）

既計画『完了』の工事

今回計画する工事

（参考）トンネル坑口部

既計画『未完了』の工事

下流側

Ｎ

※ トンネル掘削（トンネル坑口整備を含む）は行いません。
※ 今後、計画の深度化に伴い設備配置等が変更となる可能性があります。

ヤード用地造成等の実施について
〇千石沢ヤード
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図１８ 千石沢ヤード



上流側大井川

Ｎ

導水路
トンネル坑口

既計画『完了』の工事

今回計画する工事

（参考）トンネル坑口部

既計画『未完了』の工事

（約5,300m2）

※ トンネル掘削（トンネル坑口整備を含む）は行いません。
※ 今後、計画の深度化に伴い設備配置等が変更となる可能性があります。

沈砂池
事務所

沈砂池
（約1,200m2）

ヤード用地造成等の実施について
〇椹島ヤード
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図１９ 椹島ヤード


